
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
収
益
化
と

活
用
に
つ
い
て

　
県
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
1
８
0
以
上
の
ア
カ

ウ
ン
ト
が
各
所
属
ご
と
に
乱
立
す
る
よ
う
に

開
設
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
動
画
に
よ
る

情
報
発
信
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
県

公
式
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
６
月
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
利

用
規
約
変
更
に
伴
い
、
県
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
い
く
つ
か
で
広
告
が
表

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

広
告
収
入
を
県
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
、

「
収
益
化
」の
手
続
き
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
を
以
前
か
ら
当
局
に
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
県
公
式
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
収

益
化
と
活
用
に
つ
い

て
次
の
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

県
で
開
設
を
さ
れ
て
い
る
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

に
つ
い
て
。総

合
企
画
部
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利

用
す
る
場
合
は
、最
高
デ
ジ
タ
ル
責

任
者
で
あ
る
副
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、現
在
、開
設
の
届
け
出
が
さ
れ
公

開
さ
れ
て
い
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
は
56
で
す
。

10
月
18
日
に
財
政
課
長
か
ら
各
課
、

局
長
あ
て
に
発
出
さ
れ
た「
広
告
等

事
業
の
推
進
に
か
か
る
要
綱
類
等
の
改
正
に

つ
い
て
」と
い
う
通
知
の
内
容
は
。

総
合
企
画
部
長　
県
の
意
向
に
関

わ
ら
ず
表
示
さ
れ
る
広
告
の
収
益

化
を
図
る
規
定
の
追
加
や
、県
庁
舎
等
に
掲
示

す
る
広
告
の
審
査
事
務
の
見
直
し
を
行
う
な

ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、県
が
事
前
に
広
告
の
内
容
を
審
査

で
き
な
い
場
合
、広
告
収
入
を
受
け
取
る
対
象

と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
、

再
生
時
に
運
営
側
の
広
告
ポ
リ
シ
ー
の
範
囲

内
で
広
告
が
流
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
仕
組

み
を
活
用
し
収
入
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

規
定
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
犠

牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
方
々
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
被
災
地
の
１
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
発
生
後
、
消
防
庁
長
官
か
ら
滋
賀
県
知
事
へ
の
出
動
の

指
示
を
受
け
、
被
災
地
に
お
い
て
救
急
・
救
助
活
動
等
を
行
う

た
め
、
1
日
に
緊
急
消
防
援
助
隊
滋
賀
県
大
隊
の
編
成
を
行
い
、

第
１
次
隊
と
し
て
38
隊
１
３
２
名
を
石
川
県
に
派
遣
し
、
そ
の

後
、
第
３
次
隊
ま
で
延
べ
３
９
４
名
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
職
員
に
よ
る
避
難
所
運
営
支
援
員
も
活
動
中
で
、
現

在
延
べ
１
０
０
人
の
支
援
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
物
的
支
援

と
し
て
食
料
約
８
３
，０
０
０
食
の
支
援
を
行
い
、
広
域
避
難
と

し
て
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
、
滋
賀
県
と
し
て
も
多

く
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
関
西
広
域
連
合
の
対
応
に
よ

り
、
滋
賀
県
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
支
援
先
と
し
て
能
登
町
の

支
援
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
能
登
町
に
対
し

必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

こ
れ
ま
で
の
実
績

（
１
）
人
的
支
援　
※
延
べ
人
数

◦�

災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
・
情
報
連
絡
員

　
１
／
３
～
、
～
２
／
４
ま
で
に
延
べ
14
人
予
定

◦�

避
難
所
運
営
支
援
員

　
１
／
６
～
、
～
２
／
１
ま
で
に
延
べ
１
０
０
０
人
予
定

◦�

被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
士

　
１
／
４
～
、
～
１
／
23
ま
で
に
延
べ
48
人
予
定

◦�

住
家
被
害
認
定
調
査　

　
１
／
14
～
１
／
20　
２
人

◦��

緊
急
消
防
援
助
隊

　
１
／
１
～
１
／
11　
３
９
４
人

◦
広
域
緊
急
援
助
隊

　
１
／
１
～
1
／
16　
42
人

◦
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
〈
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
〉　

　
1
／
４
～
1
／
20　
62
人

◦
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
〈
災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム
〉

　
１
／
４
～
、
～
2
／
2
ま
で
に
延
べ
20
人
予
定

◦
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
〈
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
〉

　
1
／
12
～
、
～
1
／
31
ま
で
に
延
べ
15
人
予
定

◦
応
急
給
水
支
援

　
1
／
4
～
、
～
2
／
26
ま
で
に
延
べ
30
人
予
定

◦
下
水
管
渠
被
害
調
査
業
務
支
援

　
1
／
8
～
、
～
1
／
28
ま
で
に
延
べ
17
人
予
定

◦
し
尿
処
理
業
務
支
援
〈
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
〉

　
1
／
9
～
1
／
14　
６
人

◦
災
害
支
援
ナ
ー
ス
〈
県
看
護
協
会
〉

　
1
／
6
～
、
～
1
／
30
ま
で
に
延
べ
31
人
予
定

◦
滋
賀
県
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
（
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
）

　
〈
日
本
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
災
害
支
援
協
会
〉

　
　
１
／
14
～
19　
５
人

（
２
）
物
的
支
援

◦�

食
料
…
約
８
３
，０
０
０
食
【
県
】

◦
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
…
１
０
０
箱
【
県
】

◦
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
…
86
枚
【
県
】

◦
紙
お
む
つ
（
乳
幼
児
用
と
大
人
用
）

…
１
８
，２
７
２
枚
【
県
】

◦
土
の
う
袋
…
１
，０
０
０
枚
【
県
】

◦�

飲
料
水
…
５
０
０
㎖
換
算
、
２
０
，６
６
４
本

【
大
津
市
、
彦
根
市
、
長
浜
市
、
近
江
八
幡
市
】

（
３
）
被
災
者
の
受
入
れ

　
広
域
避
難

◦
公
営
住
宅
の
提
供　
25
戸
…
県
営
２
戸
、
市
町
営
23
戸

◦
ホ
テ
ル・旅
館
の
客
室
提
供　
45
施
設
…
２
，２
３
７
人

分
※
観
光
庁
が
確
保

　
（
令
和
6
年
1
月
20
日
現
在
）

　
※
写
真
は
滋
賀
県
防
災
危
機
管
理
局
よ
り
提
供

能
登
半
島
地
震
　
滋
賀
県
か
ら
の
支
援
状
況

物
的
被
害
状
況（
能
登
町
役
場
周
辺
）

能
登
町
職
員・リ
エ
ゾ
ン
職
員
の
会
議・共
有
の
場

道路損壊（能登町役場周辺）

木造寺院倒壊（能登町役場周辺）応急危険度判定（能登町役場周辺　1/8（月）〜）

能登町災害対策本部員会議

リエゾン職員間での情報共有

物
資
支
援
状
況

大森町長　滋賀県からの紙おむつ受け取り

物資の集積拠点（柳田体育館）

生
活
支
援
の
様
子（
発
災
8
日
〜
10
日
目
）

罹災証明窓口（1/9 能登町役場）

自衛隊の仮設風呂（1/10 柳田体育館）

避難所状況（1/8 コンセールのと）

野菜の無料配布(1/9 能登町役場周辺）

11
月
定
例
会
議
　
一
般
質
問質問動画　

事務所　甲賀市水口町北脇436-1　TEL.0748-63-5340/FAX.0748-63-5341

プロフィール

滋賀県議会議員
た な か ま つ た ろ う

県政県政レポートレポート

　

新
年
早
々
、石
川
県
能
登
半

島
の
地
震
、日
航
機
の
事
故
な
ど

大
規
模
な
自
然
災
害
や
事
故
が

発
生
し
、令
和
六
年
は
波
乱
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
と
し
て
も
全
力
で
被

災
地
支
援
に
あ
た
る
と
同
時
に

本
県
に
お
け
る
災
害
へ
の
備
え

を
今
一
度
強
化
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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